
バージョン 6.5.0.xへのアップグレード

この章では、バージョン 6.5.0.xの重要なリリースに固有の情報を提供します。

•に関するガイドラインと警告バージョン 6.5.0.x（1ページ）
•一般的なガイドラインと警告（1ページ）
•アップグレードする最小バージョン, on page 4
•時間テストとディスク容量の要件（5ページ）
•トラフィックフロー、検査、およびデバイス動作（8ページ）
•アップグレード手順（17ページ）
•アップグレードパッケージ, on page 17

に関するガイドラインと警告バージョン 6.5.0.x
バージョン6.5.0.xパッチに特に適用される重要なアップグレードガイドラインと警告はありま
せん。ただし、「一般的なガイドラインと警告（1ページ）」を確認するようにしてくださ
い。

一般的なガイドラインと警告
これらの重要なガイドラインと警告は、すべてのアップグレードに適用されます。ただし、こ

のリストは包括的なものではありません。アップグレードパスの計画、OSのアップグレード、
準備状況チェック、バックアップ、メンテナンス期間など、アップグレードプロセスに関する

その他の重要な情報へのリンクについては、「アップグレード手順（17ページ）」を参照し
てください。

イベントデータと設定データのバックアップ

サポートされている場合は、アップグレードの前後にバックアップすることをお勧めします。

•アップグレード前：アップグレードが致命的なレベルで失敗した場合は、再イメージ化と
復元が必要になることがあります。再イメージ化によって、システムパスワードを含むほ

とんどの設定が工場出荷時の初期状態に戻ります。最近のバックアップがある場合は、通

常の操作にすばやく戻ることができます。
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•アップグレード後：これにより、新しくアップグレードされた展開のスナップショットが
作成されます。新しい FMCバックアップファイルがデバイスがアップグレードされたこ
とを「認識」するように、管理対象デバイスをアップグレードした後にFMCをバックアッ
プすることをお勧めします。

安全なリモートロケーションにバックアップし、正常に転送が行われることを確認する必要が

あります。アップグレードによって、ローカルに保存されたバックアップは消去されます。特

に、バックアップファイルは暗号化されていないため、不正アクセスを許可しないでくださ

い。バックアップファイルが変更されていると、復元プロセスは失敗します。

バックアップの最初のステップとして、アプライアンスモデルとバージョンを、パッチレベル

を含めて書き留めておいてください。 FMCの場合は、VDBのバージョンを書き留めておきま
す。 Firepower 4100/9300シャーシの場合は、FXOSのバージョンを書き留めておきます。.新
しいアプライアンスや再イメージ化したアプライアンスにバックアップを復元する必要がある

場合は、新しいアプライアンスを最初に更新する必要がある場合があるため、これは重要で

す。

バックアップと復元は、複雑なプロセスになる可能性があります。手順をスキップしたり、セ

キュリティ上の問題を無視しないでください。誤りを避けるには、注意深い計画と準備が役立

ちます。バックアップと復元の要件、ガイドライン、制限事項、およびベストプラクティスの

詳細については、ご使用の Firepower製品のコンフィギュレーションガイドを参照してくださ
い。

（注）

NTP同期の確認

アップグレードする前に、時刻の提供に使用しているNTPサーバと Firepowerアプライアンス
が同期していることを確認します。同期されていないと、アップグレードが失敗する可能性が

あります。FMC展開では、時刻のずれが10秒を超えている場合、[時刻同期化ステータス（Time
Synchronization Status）]ヘルスモジュールからアラートが発行されますが、手動で確認する必
要もあります。

時刻を確認するには、次の手順を実行します。

• FMC：[システム（System）] > [設定（Configuration）] > [時刻（Time）]を選択します。

•デバイス：show time CLIコマンドを使用します。

帯域幅をチェックする

Firepowerアプライアンスをアップグレードする（または準備状況チェックを実行する）には、
アップグレードパッケージがアプライアンス上に存在する必要があります。Firepowerアップ
グレードパッケージには、さまざまなサイズがあります。管理ネットワークに大量のデータ転

送を実行するための帯域幅があることを確認します。

FMCの展開では、アップグレードパケージをアップグレード時に管理対象デバイスに転送す
る場合は、帯域幅が不十分だとアップグレード時間が長くなったり、アップグレードがタイム
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アウトする原因となる可能性があります。アップグレードする前に、管理対象デバイスに

Firepowerアップグレードパッケージを手動でプッシュ（コピー）することをお勧めします。
詳細については、『Guidelines for Downloading Data from the Firepower Management Center to
Managed Devices』（トラブルシューティングテクニカルノーツ）を参照してください。

アプライアンスアクセス

Firepowerデバイスは、（インターフェイス設定に応じて）アップグレード中、またはアップ
グレードが失敗した場合に、トラフィックを渡すことを停止できます。Firepowerデバイスを
アップグレードする前に、ユーザの位置からのトラフィックがデバイスの管理インターフェイ

スにアクセスするためにデバイス自体を通過する必要がないことを確認してください。Firepower
Management Center展開では、デバイスを経由せずに FMC管理インターフェイスにアクセスで
きる必要もあります。

署名付きのアップグレードパッケージ

Firepowerでは、正しいファイルを使用していることを確認できるようにするために、アップ
グレードパッケージとホットフィックスパッケージは「署名付き」のアーカイブになっていま

す。署名付きの（.tar）パッケージは解凍しないでください。

署名付きのアップグレードパッケージをアップロードした後、システムがパッケージを確認す

る際に、GUIのロードに数分かかることがあります。表示を高速化するには、署名付きのパッ
ケージが不要になった後、それらのパッケージを削除します。

（注）

ASA FirePOWERデバイスでの ASA REST APIの無効化

ASA FirePOWERモジュールをアップグレードする前に、ASA REST APIを無効にしているこ
とを確認します。無効にしていない場合、アップグレードが失敗することがあります。ASA
CLIから：no rest api agent。アンインストール後に再度有効にすることができます：rest-api

agent。

シスコとのデータの共有

一部の機能にシスコとのデータ共有が含まれます。

6.2.3+では、Cisco Success Networkは、テクニカルサポートを提供するために不可欠な使用状
況に関する情報と統計情報をシスコに送信します。アップグレード中に、参加を承諾するか、

辞退するかを尋ねられます。また、いつでもオプトインまたはオプトアウトできます。

バージョン6.2.3+では、Web分析のトラッキングは、これに限定されませんが、ページでの操
作、ブラウザのバージョン、製品のバージョン、ユーザの場所、FMCの管理 IPアドレスまた
はホスト名を含む、個人を特定できない使用状況データをシスコに送信します。現在の設定で

オプトアウトが選択されている場合でも、メジャーアップグレードによってWeb分析トラッ
キングが有効になります。このデータの収集を拒否する場合は、各メジャーアップグレードの

後にオプトアウトしてください。
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6.5.0+では、Cisco Support Diagnostics（「シスコのプロアクティブサポート」とも呼ばれる）
は、設定および運用上の健全性データをシスコに送信し、自動化された問題検出システムを通

じてそのデータを処理して問題をプロアクティブに通知できるようにします。また、この機能

により、Cisco TACは TACケースの過程でデバイスから必要な情報を収集することもできま
す。アップグレード中に、参加を承諾するか、辞退するかを尋ねられます。また、いつでもオ

プトインまたはオプトアウトできます。

アップグレードにより侵入ルールをインポートして自動的に有効化できます。

現在の Firepowerバージョンでサポートされていないキーワードが新しい侵入ルールで使用さ
れている場合、侵入ルールデータベース（SRU）を更新しても、そのルールはインポートされ
ません。

Firepowerソフトウェアをアップグレードし、これらのキーワードがサポートされると、新し
い侵入ルールがインポートされ、IPSの設定に応じて自動的に有効化できるため、イベントの
生成とトラフィックフローへの影響を開始できます。

サポートされているキーワードは、Firepowerソフトウェアに含まれているSnortのバージョン
によって異なります。

• FMC：[ヘルプ（Help）] > [About（バージョン情報）]を選択します。

• FDMを使用した FTD：show summary CLIコマンドを使用します。

• ASDMを使用した ASA FirePOWER：[ASA FirePOWER設定（ASA FirePOWER
Configuration）] > [システム情報（System Information）]を選択します。

また、Cisco Firepower Compatibility Guideの「Bundled Components」の項で Snortバージョンを
確認することもできます。

Snortリリースノートには、新しいキーワードの詳細が含まれています。https://www.snort.org/
downloadsでSnortダウンロードページのリリースノートを参照できます。

応答しないアップグレード

アップグレードしているアプライアンスとの間での変更の展開、またはアップグレードしてい

るアプライアンスの手動での再起動やシャットダウンは行わないでください。進行中のアップ

グレードを再開しないでください。事前のチェック中に、アップグレードプロセスが停止して

いるように見える場合がありますが、これは想定内の動作です。アップグレードに失敗する、

アプライアンスが応答しないなど、アップグレードで問題が発生した場合にはCisco TACにお
問い合わせください。

アップグレードする最小バージョン
現在のメジャーバージョンシーケンス内だけでFirepowerソフトウェアにパッチを適用できま
す。パッチは累積されるため、常に最新のパッチに直接スキップできます。
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Table 1: Firepowerソフトウェアをバージョン 6.5.0.xにアップグレードするための最小バージョン

最小バージョンプラットフォーム

6.5.0Firepower Management Center

FMC展開のすべての管理対象デバイス。

6.5.0FDMを使用した Firepower Threat Defense（すべて
のプラットフォーム）

6.5.0ASDMを使用した ASA FirePOWER

時間テストとディスク容量の要件
Firepowerアプライアンスをアップグレードするには、十分な空きディスク容量が必要です。
これがない場合、アップグレードは失敗します。Firepower Management Centerを使用して管理
対象デバイスをアップグレードする場合、デバイスアップグレードパッケージに対して、FMC
は /Volumeパーティションに追加のディスク容量を必要とします。また、アップグレードを実
行するための十分な時間を確保してください。

参考のために、社内の時間とディスク容量のテストに関するレポートを提供しています。

時間テストについて

ここで指定した時間の値は、社内のテストに基づいています。

特定のプラットフォーム/シリーズについてテストされたすべてのアップグレードの最も遅い
時間を報告していますが、複数の理由により（以下を参照）、報告された時間よりも、アップ

グレードにかかる時間が長くなることがあります。

（注）

テスト条件

•展開：値は、Firepower Management Center展開のテストから取得されています。これは、
同様の条件の場合、リモートとローカルで管理されているデバイスの rawアップグレード
時間が類似しているためです。

•バージョン：メジャーアップグレードの場合、以前のすべての対象メジャーバージョン
からのアップグレードをテストします。パッチについては、ベースバージョンからアップ

グレードをテストします。

•モデル：ほとんどの場合、各シリーズの最もローエンドのモデルでテストし、場合によっ
てはシリーズの複数のモデルでテストします。

•仮想設定：メモリおよびリソースのデフォルト設定を使用してテストします。
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•ハイアベイラビリティと拡張性：スタンドアロンデバイスでテストします。

ハイアベイラビリティの構成またはクラスタ化された構成では、動作の継続性を保持する

ため、複数のデバイスは1つずつアップグレードされます。アップグレード中は、各デバ
イスはメンテナンスモードで動作します。そのため、デバイスペアまたはクラスタ全体

のアップグレードには、スタンドアロンデバイスのアップグレードよりも長い時間がかか

ります。

•構成：シスコでは、構成およびトラフィック負荷が最小限のアプライアンスでテストを行
います。

アップグレード時間は、構成の複雑さ、イベントデータベースのサイズ、また、それらが

アップグレードから影響を受けるかどうか、受ける場合はどのような影響を受けるかによ

り、長くなる場合があります。たとえば多くのアクセス制御ルールを使用している場合、

アップグレードはこれらのルールの格納方法をバックエンドで変更する必要があるため、

アップグレードにはさらに長い時間がかかります。

時間はアップグレードのみを対象

値は、各プラットフォーム上で Firepowerアップグレードスクリプトの実行にかかる時間のみ
を表しています。これらには、次の時間は含まれていません。

•管理対象デバイスへのアップグレードパッケージの転送（アップグレード前かアップグ
レード中かにかかわらない）。

•準備状況チェック。

• VDBと SRUの更新。

•設定の展開。

•リブート（値が別途に報告される場合がある）。

ディスク容量の要件について

容量の見積もりは、すべてのアップグレードについて報告された最大のものです。2020年前半
以降のリリースでは、次のようになります。

•切り上げなし（1 MB未満）。

•次の 1 MBに切り上げ（1 MB～ 100 MB）。

•次の 10 MBに切り上げ（100 MB～ 1 GB）。

•次の 100 MBに切り上げ（1 GBを超える容量）。
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バージョン 6.5.0.4の時間とディスク容量
Table 2:バージョン 6.5.0.4の時間とディスク容量

時間FMCの容量必要容量ボリュームの容量プラットフォーム

20分500 MB2.6 GB2.6 GBFirepower 1000シリーズ

18分530 MB[2.5 GB][2.5 GB]Firepower 2100シリーズ

13分360 MB[2.5 GB][2.5 GB]Firepower 4100シリーズ

17分360 MB[2.5 GB][2.5 GB]Firepower 9300

16分310 MB110 MB1.9 GBASA 5500-Xシリーズ with
FTD

9分310 MB110 MB1.9 GBFTDv：VMware 6.0

72分340 MB20 MB2.6 GBASA FirePOWER

8分230 MB20 MB740 MBNGIPSv：VMware 6.0

バージョン 6.5.0.3の時間とディスク容量
バージョン 6.5.0.3は、2019年 2月 4日（FMCの場合）および 2020年 3月 2日（デバイスの
場合）にシスコサポートおよびダウンロードサイトから削除されました。このバージョンを

実行している場合は、続行しても安全です。

バージョン 6.5.0.2の時間とディスク容量
Table 3:バージョン 6.5.0.2の時間とディスク容量

時間FMCの容量必要容量ボリュームの容量プラットフォーム

42分—20 MB2.6 GBFMC

34分—23 MB2.7 GBFMCv：VMware 6.0

12分480 MB[2.5 GB][2.5 GB]Firepower 1000シリーズ

17分500 MB2.3 GB2.3 GBFirepower 2100シリーズ

13分340 MB2.3 GB2.3 GBFirepower 4100シリーズ

17分340 MB2.3 GB2.3 GBFirepower 9300
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時間FMCの容量必要容量ボリュームの容量プラットフォーム

22分280 MB110 MB1.9 GBASA 5500-Xシリーズ with
FTD

10分280 MB110 MB1.7 GBFTDv：VMware 6.0

56分320 MB20 MB[2.5 GB]ASA FirePOWER

9分210 MB18 MB680 MBNGIPSv：VMware 6.0

バージョン 6.5.0.1の時間とディスク容量
バージョン 6.5.0.1は 2019年 12月 19日にシスコサポートおよびダウンロードサイトから削
除されました。このバージョンを実行している場合は、アップグレードすることをお勧めしま

す。

トラフィックフロー、検査、およびデバイス動作
アップグレード中に発生するトラフィックフローおよびインスペクションでの潜在的な中断を

特定する必要があります。これは、次の場合に発生する可能性があります。

•デバイスが再起動された場合。

•デバイス上でオペレーティングシステムまたは仮想ホスティング環境をアップグレードす
る場合。

•デバイス上で Firepowerソフトウェアをアップグレードするか、パッチをアンインストー
ルする場合。

•アップグレードまたはアンインストールプロセスの一部として設定変更を展開する場合
（Snortプロセスが再開します）。

デバイスのタイプ、展開のタイプ（スタンドアロン、ハイアベイラビリティ、クラスタ化）、

およびインターフェイスの設定（パッシブ、IPS、ファイアウォールなど）によって中断の性
質が決まります。アップグレードまたはアンインストールは、保守期間中に行うか、中断によ

る展開環境への影響が最も小さい時点で行うことを強く推奨します。

FTDアップグレード時の動作： Firepower 4100/9300 Chassis
このセクションでは、FTDを搭載した Firepower 4100/9300シャーシをアップグレードすると
きのデバイスとトラフィックの動作を説明します。
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Firepower 4100/9300 Chassis：FXOSのアップグレード

シャーシ間クラスタリングまたはハイアベイラビリティペアの構成がある場合でも、各シャー

シの FXOSを個別にアップグレードします。アップグレードの実行方法により、FXOSのアッ
プグレード時にデバイスがトラフィックを処理する方法が決定されます。

表 4 : FXOSアップグレード中のトラフィックの動作

トラフィックの動作方法展開

ドロップされる—スタンドアロン

影響なしベストプラクティス：スタンバイで

FXOSを更新し、アクティブピアを
切り替えて新しいスタンバイをアッ

プグレードします。

ハイアベイラビリ

ティ

1つのピアがオンラインになるまで
ドロップされる

スタンバイでアップグレードが終了

する前に、アクティブピアで FXOS
をアップグレードします。

影響なしベストプラクティス：少なくとも 1
つのモジュールを常にオンラインに

するため、一度に 1つのシャーシを
アップグレードします。

シャーシ間クラス

タ（6.2以降）

少なくとも 1つのモジュールがオン
ラインになるまでドロップされる

ある時点ですべてのモジュールを停

止するため、シャーシを同時にアッ

プグレードします。

インスペクションなしで転送Fail-to-wire有効：[バイパス：スタン
バイ（Bypass: Standby）]または [バ
イパス：強制（Bypass-Force）]（6.1
以降）

シャーシ内クラス

タ（Firepower
9300のみ）

少なくとも 1つのモジュールがオン
ラインになるまでドロップされる

Fail-to-wire無効：[バイパス：無効
（Bypass: Disabled）]（6.1以降）

少なくとも 1つのモジュールがオン
ラインになるまでドロップされる

fail-to-wireモジュールなし。

スタンドアロン FTDデバイス：Firepowerソフトウェアのアップグレード

インターフェイスの設定により、アップグレード中にスタンドアロンデバイスがトラフィック

を処理する方法が決定されます。
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表 5 : Firepowerソフトウェアアップグレード中のトラフィックの動作：スタンドアロン FTDデバイス

トラフィックの動作インターフェイスの設定

ドロップされるEtherChannel、冗長、サブインター
フェイスを含むルーテッドまたはス

イッチド

スイッチドインターフェイスは、ブ

リッジグループまたはトランスペア

レントインターフェイスとしても知

られています。

ファイアウォール

インターフェイス

次のいずれかを行います。

•ドロップ（6.1から 6.2.2.x）

•インスペクションなしで転送
（6.2.3以降）

インラインセット、fail-to-wireが有
効：[バイパス：スタンバイ（Bypass:
Standby）]または [バイパス：強制
（Bypass-Force）]（6.1以降）

IPSのみのイン
ターフェイス

ドロップされるインラインセット、fail-to-wireが無
効：[バイパス：無効（Bypass:
Disabled）]（6.1以降）

ドロップされるインラインセット、fail-to-wireモ
ジュールなし

パケットをただちに出力、コピーへ

のインスペクションなし

インラインセット、タップモード

中断なし、インスペクションなしパッシブ、ERSPANパッシブ

ハイアベイラビリティペア：FirePOWERソフトウェアアップグレード

ハイアベイラビリティペアのデバイスのFirePOWERソフトウェアをアップグレードする間に、
トラフィックフローまたはインスペクションが中断されることはありません。継続稼働できる

ように、一度に1つずつアップグレードされます。アップグレード中、デバイスはメンテナン
スモードで稼働します。

スタンバイ側のデバイスが最初にアップグレードされます。デバイスの役割が切り替わり、新

しくスタンバイになったデバイスがアップグレードされます。アップグレードの完了時には、

デバイスの役割は切り替わったままです。アクティブ/スタンバイの役割を維持する場合、アッ
プグレード前に役割を手動で切り替えます。それにより、アップグレードプロセスによって元

の役割に切り替わります。

クラスタ：FirePOWERソフトウェアアップグレード

Firepower Threat Defenseクラスタのデバイスで FirePOWERソフトウェアをアップグレードす
る間に、トラフィックフローまたはインスペクションが中断されることはありません。継続稼
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働できるように、一度に1つずつアップグレードされます。アップグレード中、デバイスはメ
ンテナンスモードで稼働します。

スレーブセキュリティモジュールを最初にアップグレードして、その後マスターをアップグ

レードします。アップグレード中、セキュリティモジュールはメンテナンスモードで稼働しま

す。

マスターセキュリティモジュールをアップグレードする間、通常トラフィックインスペクショ

ンと処理は続行しますが、システムはロギングイベントを停止します。ロギングダウンタイム

中に処理されるトラフィックのイベントは、アップグレードが完了した後、非同期のタイムス

タンプ付きで表示されます。ただし、ロギングダウンタイムが大きい場合、システムはログ記

録する前に最も古いイベントをプルーニングすることがあります。

バージョン6.2.0、6.2.0.1、または6.2.0.2からシャーシ間クラスタをアップグレードすると、各
モジュールがクラスタから削除されるときに、トラフィックインスペクションで 2～ 3秒のト
ラフィック中断が発生します。この中断中にトラフィックがドロップされるか、それ以上イン

スペクションが行われずに受け渡されるかは、デバイスがトラフィックを処理する方法に応じ

て異なります。

（注）

ハイアベイラビリティとクラスタリングヒットレスアップグレードの要件

ヒットレスアップグレードの実行には、次の追加要件があります。

フローオフロード：フローオフロード機能でのバグ修正により、FXOSとFTDのいくつかの組
み合わせはフローオフロードをサポートしていません。『Cisco FirepowerCompatibilityGuide』
を参照してください。ハイアベイラビリティまたはクラスタ化された展開でヒットレスアップ

グレードを実行するには、常に互換性のある組み合わせを実行していることを確認する必要が

あります。

アップグレードパスに FXOSの2.2.2.91、2.3.1.130、またはそれ以降のアップグレード（FXOS
2.4.1. x、2.6.1などを含む）が含まれている場合、次のパスを使用します。

1. FTDを 6.2.2.2以降にアップグレードします。

2. FXOSを 2.2.2.91、2.3.1.130、またはそれ以降にアップグレードします。

3. FTDを最終バージョンにアップグレードします。

たとえば、FXOS 2.2.2.17/FTD 6.2.2.0を実行していて、FXOS 2.6.1/FTD 6.4.0にアップグレード
する場合は、次を実行できます。

1. FTDを 6.2.2.5にアップグレードします。

2. FXOSを 2.6.1にアップグレードします。

3. FTDを 6.4.0にアップグレードします。

バージョン 6.1.0へのアップグレード：FTDハイアベイラビリティペアのバージョン 6.1.0への
ヒットレスアップグレードを実行するには、プレインストールパッケージが必要です。詳細に
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ついては、『Firepower System Release Notes Version 6.1.0 Preinstallation Package』を参照してく
ださい。

展開時のトラフィックの動作

アップグレードプロセス中には、設定を複数回展開します。Snortは、通常、アップグレード
直後の最初の展開時に再起動されます。展開の前に、特定のポリシーまたはデバイス設定を変

更しない限り、それ以外の展開時に再起動されることはありません。詳細については、

『FirepowerManagement Center ConfigurationGuide』の「Configurations that Restart the Snort Process
when Deployed or Activated」を参照してください。

展開する際にリソースを要求すると、いくつかのパケットがインスペクションなしでドロップ

されることがあります。また、Snortプロセスを再起動すると、HA/スケーラビリティ用に設定
されたものを含め、すべての Firepowerデバイスでトラフィックインスペクションが中断され
ます。インターフェイス設定により、中断中にインスペクションせずにトラフィックをドロッ

プするか受け渡すかが決定されます。

表 6 : FTD展開時のトラフィックの動作

トラフィックの動作インターフェイスの設定

ドロップされるEtherChannel、冗長、サブインター
フェイスを含むルーテッドまたはス

イッチド

スイッチドインターフェイスは、ブ

リッジグループまたはトランスペア

レントインターフェイスとしても知

られています。

ファイアウォール

インターフェイス

インスペクションなしで転送

[フェールセーフ（Failsafe）]が無効
で、Snortがビジーでもダウンしてい
ない場合、いくつかのパケットがド

ロップすることがあります。

インラインセット、[フェールセーフ
（Failsafe）]が有効または無効（6.0.1
～ 6.1.0.x）

IPSのみのイン
ターフェイス

ドロップされるインラインセット、[Snortフェール
オープン：ダウン（Snort Fail Open:
Down）]：無効（6.2以降）

インスペクションなしで転送インラインセット、[Snortフェール
オープン：ダウン（Snort Fail Open:
Down）]：有効（6.2+）

パケットをただちに出力、コピーへ

のインスペクションなし

インラインセット、タップモード

中断なし、インスペクションなしパッシブ、ERSPANパッシブ
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FTDアップグレード時の動作：その他のデバイス
このセクションでは、Firepower 1000/2100シリーズ、ASA 5500-Xシリーズ、ISA 3000、およ
び FTDvで Firepower Threat Defenseをアップグレードするときのデバイスとトラフィックの動
作を説明します。

スタンドアロン FTDデバイス：Firepowerソフトウェアのアップグレード

インターフェイスの設定により、アップグレード中にスタンドアロンデバイスがトラフィック

を処理する方法が決定されます。

表 7 : Firepowerソフトウェアアップグレード中のトラフィックの動作：スタンドアロン FTDデバイス

トラフィックの動作インターフェイスの設定

ドロップされるEtherChannel、冗長、サブインター
フェイスを含むルーテッドまたはス

イッチド

スイッチドインターフェイスは、ブ

リッジグループまたはトランスペア

レントインターフェイスとしても知

られています。

ファイアウォール

インターフェイス

次のいずれかを行います。

•ドロップ（6.1から 6.2.2.x）

•インスペクションなしで転送
（6.2.3以降）

インラインセット、fail-to-wireが有
効：[バイパス：スタンバイ（Bypass:
Standby）]または [バイパス：強制
（Bypass-Force）]（6.1以降）

IPSのみのイン
ターフェイス

ドロップされるインラインセット、fail-to-wireが無
効：[バイパス：無効（Bypass:
Disabled）]（6.1以降）

ドロップされるインラインセット、fail-to-wireモ
ジュールなし

パケットをただちに出力、コピーへ

のインスペクションなし

インラインセット、タップモード

中断なし、インスペクションなしパッシブ、ERSPANパッシブ

ハイアベイラビリティペア：FirePOWERソフトウェアアップグレード

ハイアベイラビリティペアのデバイスのFirePOWERソフトウェアをアップグレードする間に、
トラフィックフローまたはインスペクションが中断されることはありません。継続稼働できる

ように、一度に1つずつアップグレードされます。アップグレード中、デバイスはメンテナン
スモードで稼働します。
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スタンバイ側のデバイスが最初にアップグレードされます。デバイスの役割が切り替わり、新

しくスタンバイになったデバイスがアップグレードされます。アップグレードの完了時には、

デバイスの役割は切り替わったままです。アクティブ/スタンバイの役割を維持する場合、アッ
プグレード前に役割を手動で切り替えます。それにより、アップグレードプロセスによって元

の役割に切り替わります。

展開時のトラフィックの動作

アップグレードプロセス中には、設定を複数回展開します。Snortは、通常、アップグレード
直後の最初の展開時に再起動されます。展開の前に、特定のポリシーまたはデバイス設定を変

更しない限り、それ以外の展開時に再起動されることはありません。詳細については、

『FirepowerManagement Center ConfigurationGuide』の「Configurations that Restart the Snort Process
when Deployed or Activated」を参照してください。

展開する際にリソースを要求すると、いくつかのパケットがインスペクションなしでドロップ

されることがあります。また、Snortプロセスを再起動すると、HA/スケーラビリティ用に設定
されたものを含め、すべての Firepowerデバイスでトラフィックインスペクションが中断され
ます。インターフェイス設定により、中断中にインスペクションせずにトラフィックをドロッ

プするか受け渡すかが決定されます。

表 8 : FTD展開時のトラフィックの動作

トラフィックの動作インターフェイスの設定

ドロップされるEtherChannel、冗長、サブインター
フェイスを含むルーテッドまたはス

イッチド

スイッチドインターフェイスは、ブ

リッジグループまたはトランスペア

レントインターフェイスとしても知

られています。

ファイアウォール

インターフェイス

バージョン 6.5.0.xへのアップグレード
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トラフィックの動作インターフェイスの設定

インスペクションなしで転送

[フェールセーフ（Failsafe）]が無効
で、Snortがビジーでもダウンしてい
ない場合、いくつかのパケットがド

ロップすることがあります。

インラインセット、[フェールセーフ
（Failsafe）]が有効または無効（6.0.1
～ 6.1.0.x）

IPSのみのイン
ターフェイス

ドロップされるインラインセット、[Snortフェール
オープン：ダウン（Snort Fail Open:
Down）]：無効（6.2以降）

インスペクションなしで転送インラインセット、[Snortフェール
オープン：ダウン（Snort Fail Open:
Down）]：有効（6.2+）

パケットをただちに出力、コピーへ

のインスペクションなし

インラインセット、タップモード

中断なし、インスペクションなしパッシブ、ERSPANパッシブ

ASA FirePOWERアップグレード時の動作
Snortプロセスを再起動する特定の設定を展開する場合を含め、モジュールがFirePOWERソフ
トウェアアップグレード中にトラフィックを処理する方法を決定する、ASAFirePOWERmodule
へのトラフィックリダイレクトに関する ASAサービスポリシーです。

表 9 : ASA FirePOWERアップグレード中のトラフィックの動作

トラフィックの動作トラフィックリダイレクトポリシー

インスペクションなしで転送フェールオープン（sfr fail-open）

ドロップされるフェールクローズ（sfr fail-close）

パケットをただちに出力、コピーへのインス

ペクションなし

モニタのみ（sfr {fail-close}|{fail-open}
monitor-only）

ASA FirePOWER展開時のトラフィックの動作

Snortプロセスが再起動している間のトラフィックの動作は、ASAFirePOWERmoduleをアップ
グレードする場合と同じです。

アップグレードプロセス中には、設定を複数回展開します。Snortは、通常、アップグレード
直後の最初の展開時に再起動されます。展開の前に、特定のポリシーまたはデバイス設定を変

更しない限り、それ以外の展開時に再起動されることはありません。詳細については、

『FirepowerManagement Center ConfigurationGuide』の「Configurations that Restart the Snort Process
when Deployed or Activated」を参照してください。
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展開する際にリソースを要求すると、いくつかのパケットがインスペクションなしでドロップ

されることがあります。さらに、Snortプロセスを再起動すると、トラフィックインスペク
ションが中断されます。サービスポリシーにより、中断中にインスペクションせずにトラフィッ

クをドロップするか通過するかが決定されます。

NGIPSvアップグレード時の動作
このセクションでは、NGIPSvをアップグレードするときのデバイスとトラフィックの動作を
説明します。

Firepowerソフトウェアアップグレード

インターフェイスの設定により、アップグレード中にNGIPSvがトラフィックを処理する方法
が決定されます。

表 10 : NGIPSvアップグレード中のトラフィックの動作

トラフィックの動作インターフェイスの設定

ドロップされるインライン

パケットをただちに出力、コピーへのインス

ペクションなし

インライン、タップモード

中断なし、インスペクションなしパッシブ

展開時のトラフィックの動作

アップグレードプロセス中には、設定を複数回展開します。Snortは、通常、アップグレード
直後の最初の展開時に再起動されます。展開の前に、特定のポリシーまたはデバイス設定を変

更しない限り、それ以外の展開時に再起動されることはありません。詳細については、

『FirepowerManagement Center ConfigurationGuide』の「Configurations that Restart the Snort Process
when Deployed or Activated」を参照してください。

展開する際にリソースを要求すると、いくつかのパケットがインスペクションなしでドロップ

されることがあります。さらに、Snortプロセスを再起動すると、トラフィックインスペクショ
ンが中断されます。インターフェイス設定により、中断中にインスペクションせずにトラフィッ

クをドロップするか受け渡すかが決定されます。

表 11 : NGIPSv展開時のトラフィックの動作

トラフィックの動作インターフェイスの設定

インスペクションなしで転送

[フェールセーフ（Failsafe）]が無効で、Snort
がビジーでもダウンしていない場合、いくつ

かのパケットがドロップすることがあります。

インライン、[フェールセーフ（Failsafe）]が
有効または無効
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トラフィックの動作インターフェイスの設定

すぐにパケットを出力し、バイパスSnortをコ
ピーする

インライン、タップモード

中断なし、インスペクションなしパッシブ

アップグレード手順
リリースノートにはアップグレード手順は含まれていません。これらのリリースノートに記

載されているガイドラインと警告を読んだ後、次のいずれかを参照してください。

• Cisco Firepower Management Center Upgrade Guide：管理対象デバイスや付随するオペレー
ティングシステムを含む、FMC展開のアップグレード

• Cisco ASA Upgrade Guide：ASDMを使用した ASA FirePOWER moduleのアップグレード

• Cisco Firepower Threat Defense Configuration Guide for Firepower Device Manager：FDMを使
用した FTDのアップグレード

アップグレードパッケージ
アップグレードパッケージは、シスコサポートおよびダウンロードサイトで入手できます。

• FMCvを含む Firepower Management Center：https://www.cisco.com/go/firepower-software

• Firepower Threat Defense（ISA 3000）： https://www.cisco.com/go/isa3000-software

• Firepower Threat Defense（FTDvを含む他のすべてのモデル）：https://www.cisco.com/go/
ftd-software

• ASA with FirePOWER Services（ASA 5500-Xシリーズ）： https://www.cisco.com/go/
asa-firepower-sw

• ASA with FirePOWER Services（ISA 3000）： https://www.cisco.com/go/isa3000-software

• NGIPSv： https://www.cisco.com/go/ngipsv-software

署名付きの（.tar）パッケージは解凍しないでください。

Table 12:のアップグレードパッケージバージョン 6.5.0.x

パッケージプラットフォーム

Cisco_Firepower_Mgmt_Center_Patch-version-build.sh.REL.tarFMC/FMCv

Cisco_FTD_SSP_FP1K_Patch-version-build.sh.REL.tarFirepower 1000シリーズ
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/firepower/upgrade/fpmc-upgrade-guide.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/asa/upgrade/asa-upgrade.html
http://www.cisco.com/go/ftd-config
https://www.cisco.com/go/firepower-software
https://www.cisco.com/go/isa3000-software
https://www.cisco.com/go/ftd-software
https://www.cisco.com/go/ftd-software
https://www.cisco.com/go/asa-firepower-sw
https://www.cisco.com/go/asa-firepower-sw
https://www.cisco.com/go/isa3000-software
https://www.cisco.com/go/ngipsv-software


パッケージプラットフォーム

Cisco_FTD_SSP_FP2K_Patch-version-build.sh.REL.tarFirepower 2100シリーズ

Cisco_FTD_SSP_Patch-version-build.sh.REL.tarFirepower 4100/9300シャーシ

Cisco_FTD_Patch-version-build.sh.REL.tarFTDを搭載した ASA 5500-X
シリーズ

FTDを搭載した ISA 3000

Firepower Threat Defense仮想

Cisco_Network_Sensor_Patch-version-build.sh.REL.tarASA FirePOWER

Cisco_Firepower_NGIPS_Virtual_Patch-version-build.sh.REL.tarNGIPSv

バージョン 6.5.0.xへのアップグレード
18

バージョン 6.5.0.xへのアップグレード

アップグレードパッケージ
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